
休館日　　　　　　　　　　　　　　　　開館日　● ミュージアム・トーク（展示解説）

8月13日・1月3日は特別開館日とします。ミュージアム・トークは観覧料が必要です。

平成30年度 那珂川町馬頭広重美術館 展覧会カレンダー

平成30年度

展覧会のご案内

〒324-0613 栃木県那須郡那珂川町馬頭116番地9 TEL.0287-92-1199 FAX.0287-92-7177
http://www.hiroshige.bato.tochigi.jp/

那珂川町馬頭広重美術館
那珂川町馬頭広重美術館

NAKAGAWA-MACHI
BATO HIROSHIGE MUSEUM OF ART

■特別展観覧料＝大人 700円（630円） 高・大学生 400円（360円）
■企画展観覧料＝大人 500円（450円） 高・大学生 300円（270円）
　（　）内は、20名以上の団体料金
　※中学生以下は無料　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添いの方1名は半額
■開館時間＝午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）
■休館日＝月曜日　祝日の翌日（祝日の翌日が土、日曜日は開館） 　年末年始
　※展示替えのための臨時休館があります。

毎月第3日曜日は家庭の日 中学生以下のお子様をお連れのご家族は
観覧料が無料になります。

公共交通機関をご利用する方は
●JR宇都宮線氏家駅から東野バス馬頭行き
  （所要時間約50分）

お車をご利用の方は
●東北自動車道宇都宮インターから
　国道293号で那珂川町へ
●東北自動車道矢板インターから国道4号→
　県道74号さくら市喜連川→国道293号で
　那珂川町へ　
●常磐自動車道那珂インターから国道118号
　経由常陸大宮市→国道293号で那珂川町へ

レンタカーをご利用の方は
●宇都宮駅・那須塩原駅から
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展覧会スケジュール

12月22日（土）～平成31年2月11日（月祝）

前期：9月29日（土）～11月4日（日）
後期：11月8日（木）～12月16日（日）

前期：7月14日（土）～8月19日（日）
後期：8月23日（木）～9月24日（月祝）

4月20日（金）～5月27日（日）

5月31日（木）～7月8日（日）

企画展

特別展
2月16日（土）～3月31日（日）企画展

企画展

企画展

2018.4 ▶ 2019.3

江戸から明治にかけて、都市や生活文化は大きく変化
していきました。歌川広重は幕末に絵師として活躍し、長
く続いた江戸の風景を描きました。やがて「歌川広重」
の名は二代、三代へと引き継がれ、当時の変わりゆく日
本の姿を描きます。本展では、初代から三代までの名所
絵や開化絵、
当 時の 版 本
より、江戸か
ら 明 治 へど
のように変化
したのか辿り
ます。

企画展
小林清親（1847-1915）は光や影を西洋画の技法で捉え
た〝光線画〟という新しい様式の風景画で人気を得ました。
その後清親は〝光線画〟を弟子の井上安治（1864-1889）
に引き継ぎ、江戸の風情を思わせる懐古的な風景画や風
刺画の制作に移ります。
本展では、清親の画業
を辿るとともに、若くし
て亡くなった安治の代
表作「東京真画名所図
解」をご紹介します。

名所絵の第一人者として知られる歌川広重は、生涯にわ
たり江戸や東海道をはじめとする日本各地の風景を描き
ました。その抒情溢れる作品は見る人の心を捉え、今なお
高い人気を保ち続けてい
ます。広重没後160年を
記念して開催する本展で
は、保永堂版「東海道五拾
三次之内」や「冨士三十
六景」など広重の代表作
とされる版画とともに、当
館が誇る世界有数の肉筆
画を一挙公開します。

20世紀初頭にヨーロッパで始まった抽象絵画は地域を
超えて広がりを見せ、日本においても多くの抽象画家を
輩出しました。現代もなお、新しい表現を求めて挑戦を続
ける作家が数多くいます。本展では、抽象芸術の第一線
で活躍する渡辺豊
重の作品を中心
に、渡辺自身のコ
レクションから同
時代を生きる芸術
家たちの作品をご
紹介します。

明治から大正にかけて画家として活躍した尾形月耕
（1859-1920）。月耕は師を持たず絵を独学で習得しま
したが、江戸から明治にかけての風俗、美人画から故事
伝説などを幅広く描き、当時の人々を魅了しました。本展
では、青木コレクションを中心に尾形月耕の木版画、弟
子の耕漁の能
画や同時代の
版画作品をご
紹介します。

「王子之三瀧図」 歌川広重

「花美人名所合　堀切の菖蒲」 尾形月耕

「ピクニック」 渡辺豊重

 

当館が収蔵する青木コレクションは浮世絵とともに川村
清雄や久保田米僊の作品
等、江戸時代の名残を残し
ながらも新しい時代に生み
出された近代絵画で形成
されています。本展では、
あまり知られていない米僊
の肉筆画と版画を中心に
吉田博や徳力富吉郎とい
った近代の作品をご紹介
します。

「両国花火之図」 小林清親
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「東京名所常盤橋内紙幣寮新建之図」 三代歌川広重

「琵琶法師図」 久保田米僊
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